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子どもを主語にした

学びを目指して

令和７年４月２６日（土）

単元内自由進度学習から考える「子どもを主語にした個別最適な学び」

神戸市立長田中学校 教諭 持田 樹
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令和７年４月２６日（土）

単元内自由進度学習から考える「子どもを主語にした個別最適な学び」

神戸市立長田中学校 教諭 持田 樹４．成果と今後の展望

２．実践の経緯

１.長田中学校の紹介

３．実践報告

子どもを主語にした

学びを目指して
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R6年 6月
愛知県東浦町立緒川小学校視察

段階的に単元内自由進度学習を実施

３．実践報告

R６．７月
1年生理科自由進度学習
３週間で８コマ委ねる

R6年 10月
国語・理科・社会・音楽にて
各学年実施。
単教科自由進度学習が広まる

R６．１２月
第１回国数理合科的自由進度学習
12月2日(月)～12月20日(金)
3週間33コマを委ねる

R７．２月
第２回国数理合科的自由進度学習
1月20日(月)～2月17日(金)
4週間44コマを委ねる

現在
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R６．７月
1年生理科自由進度学習

３．実践報告

学習環境の
整備

「場所・方法・内容
時間・順番・誰と」を

自己決定できる機会

理科室２部屋と廊下を開放

いつでも実験器具が使用できる環境に

学習内容をもとに生徒が授業を実施

図書やシミュレーションサイトを提示
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R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

３．実践報告

教科間打合 集会説明
自由進度

学習
発表会

単元

テスト

実践の流れ
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３．実践報告

教科間打合

どんな単元を
採用するか

理念の共有
指導方針

時間割

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合

どんな単元を
採用するか

・知識、技能の習得が主
・学習内容作業が明確
・理解が自己確認しやすい
・難しい概念形成を伴わない
（電流やイオンなど）

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合

どんな単元を
採用するか

国語科

12月

『不便』の価値を

見つめ直す

2月

今に生きる

言葉・漢詩の風景

数学科

12月

平面図形

2月

立体図形

理科

12月

光・音

2月

気体・液体の性質

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習



9

３．実践報告

教科間打合

・子どもは有能な学び手である。
・自分に合った学習方法を理解させ、
自己肯定感を育てる指導である。

・いつでも人に聞けて、やりなおしが
しやすい環境を与える学習である。

・たくさんの時間を委ねることで
自己調整力が育まれる。

理念の共有

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合

・自己決定の場をより豊かにしたい
・自分の学びの得意を知ってほしい
・探究活動の深化を図るため

理念の共有

なぜ、3教科合同？

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合

・環境整備と見取りを丁寧に行う
・進度が心配な生徒へは、
困り感を問う。

・学習プリントを預かる際、
「一言添えて預かる」

指導方針

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合
自由進度学習期間中は、
時間割上の国語4コマ 数学4コマ
理科3コマの計週11時間を
「国数理」として扱う。

時間割

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

教科間打合

時間割

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

集会説明

手引き配布 評価規準

単元を

貫く問い

見方

考え方

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

集会説明

手引き配布

評価規準や単元を貫く問いを記載

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

集会説明

評価規準

『目の前の課題を取り組むだけ」で
終わらないために

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

集会説明

単元を

貫く問い

国語科
「不便益グッズ」を考え、グッズの広告をつくろう！
数学科
ある無人島に隠された財宝を作図より探し当てよ！
理 科
「小学生向けの光・音の科学教室」を開催すること
になったら、どんなことを教える？

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

自由進度学習

1コマ目

学習計画

• Teams上のExcel

•共同編集機能で他者参照

•手引きにもとづいて計画

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋、廊下を開放。

•体験課題を設置。

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

自由進度学習

1コマ目

学習計画

• Teams上のExcel

•共同編集機能で他者参照

•手引きにもとづいて計画

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。

1コマの流れ

5分
•評価規準・本時の計画の確認

４０分
•自由進度学習

5分
•本時のふりかえり

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習
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３．実践報告

自由進度学習
学習環境を整える

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。
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３．実践報告

自由進度学習
いつでも子どもたちの視線の先に学習材を

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。
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３．実践報告

自由進度学習
学習材はいつでも手にとれる環境に

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。
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３．実践報告

自由進度学習 シミュレーションサイトや生成AI作成教材、
解説動画、AI型ドリルなどデジタル環境の整備

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。
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３．実践報告

自由進度学習 生徒の成果物を共有

R６．１２月 R７．2月
国数理自由進度学習

２～２９コマ目

自由進度学習

•教室3部屋・理科室2部屋

廊下を開放。

•体験課題を設置。
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御清聴

ありがとうございました

参考文献等

奈須正裕,2023,「個別最適な学びと協働的な学び」,東洋館

奈須正裕,2023「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実を目指して」,北大路書房

奈須正裕,2022「個別最適な学びの足場を組む。」,教育開発研究所

中央教育審議会,2021,『新たな時代における教師・教職員集団の持続的な成長の在り方について』

OECD,2019, “Learning Compass 2030”

中央教育審議会,2021,『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）【総論解説】』

文部科学省,2023,『義務教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ参考資料集』

関西大学総合情報学部 黒上 晴夫,2022,「シンキングツールを学ぶ」,株式会社LoiLo

青森県階上町立階上中学校,2024,「見方・考え方を働かせて資質・能力を育む授業展開の工夫」，第71回全国中学校理科教育研究会

三重県四日市市立富洲原中学校,2024,「『資質・能力』を養う単元を貫く問いと授業実践」，第71回全国中学校理科教育研究会

神奈川県座間市立中原小学校,2023, 『「途中参照・他者参照」で自ら学ぶ児童に』

東京都豊島区立明豊中学校,2023,「『主体的に学習に取り組む態度』の評価の工夫」, 第7０回全国中学校理科教育研究会

National Training Laboratories,『The Learning Pyramid』

文部科学省,2015,「知識構成型ジグソー法を用いた 協調学習の授業づくり」

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター,2019,「学習評価の在り方」

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター,2020,「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料(中学校編理科)」

愛知県知多郡東浦町立緒川小学校,2023,「自ら学ぶ子」

加藤幸次,1982,「個性化教育入門」

市川真一,2020, 「『OKJ 教えて考えさせる授業』を創る アドバンス編」,図書文化出版

リヒテルズ直子,2019,イエナプラン実践ガイドブック,教育開発研究所

岩本歩,2023,イエナプラン教育を取り入れた自由進度学習,明治図書出版

柿崎明子,2023,「山形･天童中部小学校｢3つの型破りな授業｣で子どもが自らぐんと伸びる訳」,日本教育新聞社

神戸市立雲中小学校,2024,「『問題発見・解決能力の育成』研究総論」

鳴川 哲也,2024,「小学校理科と個別最適な学び・協働的な学び」,明治図書出版

東良 雅人 竹内 晋平,2023,「『主体的に学習に取り組む態度』の学習評価完全ガイドブック中学校美術」,明治図書出版

京都教育大学 大久保 紀一朗,2024,”中学校理科教育と生成AIの活用”,兵庫県中学校理科研究会

野口 竜次,2023,” ChatGPT時代の文系AI人材”, 東洋経済新報社

バーバラミント,1999,“考える技術・書く技術 問題解決力を伸ばすピラミッド原則”,ダイヤモンド社

藤原さと,2020,“「探究」する学びをつくる：社会とつながるプロジェクト”,平凡社

２０２６年１月３０日（金）

13:00～公開授業研究会のご案内や

本実践の各種資料はHPより


